
























































































































































さらなる研究の深化を願はずにはゐられない。（二〇〇九年一一月 　思文閣出版 　Ａ５判 　三三〇頁 　税込五八八〇円）
新 　刊 　紹 　介金 　孝淑著『源氏物語の言葉と異国』
　「序」でも述べられているように、 「 『源
氏物語』の中で〈異国〉はどのような言葉によって、どのように描かれているのか」という問題に焦点を当てている。平安時代の場合、異国と言っても主に中国のこ であるが、著者は「もろこし」と「 ら」言葉の違いの中に、実存する国家と う意味と抽象的な観念とに分けることができと指摘し、 「知らぬ国」 い た異国を象徴する言葉を、まず辞書レベルから議論徹底し、本文の正確かつ鋭い読みによって論は展開される。著者が「二大異国観」と呼ぶ唐土、高麗などは『物語』の中で引き






は、各種の作品に描かれる「豊臣秀吉の朝鮮出兵」 「賤ヶ岳七本槍」 加藤清正」 比較を通じ、創意を述べる。第二章 『信長
公記』 （首巻）と『信長記』 」は、 「桶狭間の戦い」の合戦記事を検討し、記事の配列や作者の思想への言及 し、ドラマの類で描かれる「迂回急襲説」に疑義を挟む。第三章 「 『信長記』 の受容 変容」 は 『信長記』が江戸幕府 編纂した作品群にどう摂取されたかを詳述す 。第四章「 『太閤記』の変容と展開」 は、 豊臣秀吉 伝説や落城譚、武将の評判を論じる。そして、第五章「近世初期軍記と『武功夜話』 」では近年存在が取り上げられた『武功夜話』を積極的に使用し、 『太閤記』 『信長公記』 『信長 』の解読を行う。こ は新たなる試みである。
　いずれも各種の資料がふんだんに使用さ
れた論考で充実 た一冊となってい 。（二〇〇九年一〇月 　新典社 　Ａ５判 　三八三頁 　税込一 五五〇円）
 〔河村公康〕
